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機械学習とは

• 与えられたデータからパターンやルールを見つけ出し、未知のデー
タに対して知見を得たり、分類パターンを見つけたりする 

• 大きく分けて以下のような手法がある 

• 教師あり機械学習: 答えの与えられる学習 

• 教師なし機械学習: 答えの与えられない学習 

• 強化学習: 「行動の選択肢」と「報酬」による学習



機械学習アルゴリズムの例

• 回帰分析 

• 教師データからその背景にある関数をモデル化し、既存の教師データ
に含まれていない未知の入力に対して予期される結果を推定する 

• 分類 

• 複数のグループに分類された教師データから母集団におけるグループ
の分布をモデル化し、未知の入力がどのグループに属するのかを推定 

• クラスタリング 

• 教師なしのデータに対して、類似性によりグループ分けを行う



機械学習とビッグデータ

• SNSやIoTなどの普及によって取り扱う必要のあるデータは日々増加
してきている 

• これらのデータを効率的・効果的に処理するためには、大量のデー
タを分散処理したり、それらを機械学習によって自動処理するよう
な仕組みが必要 

• データの形式も従来のRDBに保存されていたような構造化データ意
外にも非構造化データを処理する必要がでてきている



Apache Spark

• 大量のデータをオンメモリ高速に処理するためのシステム 

• MapReduceのパフォーマンス面の問題などを解決 

• 2009年UCバークレーのRAD Labで誕生 

• 2010年3月にオープンソース化 

• 2013年の6月にはApache Software Foundationへ移行 

• 現時点の最新バージョンは 2.0.1



Apache Sparkの特徴

• Speed：Hadoop MapReduceと比較してon-memoryで100倍、on-
diskで10倍の速度 

• Ease of Use：豊富なAPIによる各種プログラミング言語（Java、
Scala、Python、R）での開発 

• Generality：SQLや機械学習ライブラリ、グラフ処理などの多様な
処理の組み合わせ 

• Runs Everywhere：Hadoop、Mesos、スタンドアロンもしくはク
ラウドでの実行



Apache Spark の汎用性

• Spark SQL: SQL処理用ライブラリ 

• Spark Streaming: リアルタイム処理用ライブラリ 

• GraphX: グラフ計算、可視化ライブラリ 

• MLlib: 機械学習用ライブラリ



IBM Bluemix

• IBM Bluemix  

• https://www.ibm.com/cloud-computing/jp/ja/bluemix/ 

• IBMのSaaSサービス (先日PaasのSoftLayerとブランド統合) 

• 初回登録後クレジットカードの登録なしで30日間無料利用可能

https://www.ibm.com/cloud-computing/jp/ja/bluemix/


Apache Spark on Bluemix

• Apache Spark on Bluemix  

• トライアル期間であれば無料で利用可能 

• Jupyter Notebookによるインタラクティブなデータ分析 

• 主なソフトウェア 

• Apache Spark 1.6.0 

• Python 2.7.11 

• Jupyter notebook 4.0.6 

• iPython 4.0.1





Apache Spark on Bluemix









SparkContext

• SparkContext 

• Sparkの演算クラスタとのやりとりを管理するオブジェクト 

• Notebookでは「sc」という変数名であらかじめ初期化されている 

• RDDを生成するために利用する 

• RDD 

• Resilient Distributed Datasets、耐障害性分散データセット 

• Sparkの演算クラスタ上に分散されたデータをコレクションとして表現 

• Sparkでの操作はRDDの生成、変換およびmap()やreduce()などのメソッド呼び出しとし
て表現される



SparkContextとRDD

 
 
# Sparkのバージョン確認  
type(sc)  
sc.version  
 
# RDD生成、処理  
rdd = sc.parallelize(range(1, 11))  
print(rdd.reduce(lambda x, y: x + y))



MLlib

• MLlib 

• MLlib Main API 

• DataFrameに対応した機械学習用API群 

• MLlib RDD-Based API 

• RDDに対応した機械学習用API群 

• Spark 2.0.1ではメンテナンスステータス 

• DataFrameはRDDよりも機能が充実したデータフォーマットなので  
最近は直接RDDをさわる事はあまりない模様



Case1: 小説書きだし部分による著者推定

• トレーニングデータとして2人の著者(太宰治、宮澤賢治)の小説書き出し
部分を利用する 

• トレーニングデータから索引語頻度 TF (Term Frequency)を特徴量とし
て抽出 

• 抽出した特徴量をラベリングし、ロジスティック回帰により学習を行う 

• 索引語頻度 TF (Term Frequency) 

• ある文書の中での各単語の出現頻度



Case1: ロジスティック回帰による著者推定

• miyazawa.txt

メロス は 激怒 した 必ず かの 邪智 暴虐 の 王 を 除か なければ ならぬ と 決意 した メロス には 政治 が わからぬ 
昔 の 話 で ある 須々木 乙彦 は 古着屋 へ はいって 君 の ところ に 黒 の 無地 の 羽織 は ないか と 言った 
これ は れい の 飲食店 閉鎖 の 命令 が 未だ 発せ られない 前 の お話 で ある 新宿 辺 も こんど の 戦火 で 
朝 食堂 で スウプ を 一さじ すっ と 吸って お母さま が あ と 幽 な 叫び 声 を お挙げ に なった 
或る とし の 春 私 は 生れて はじめて 本州 北端 津軽 半島 を 凡そ 三週間 ほど かかつて 一周 した ので あるが

オツベル と きたら 大した もんだ 稲扱 器械 の 六台 も 据え つけて のんのんのんのんのんのん と 大そろ しない 音を たて
て やっている 
をかし な はがき が ある 土曜日 の 夕がた 一郎 の うち に きました 
では みなさん は そういう ふうに 川 だと 言われ たり 乳 の 流れた あと だと 言われ たり していた この ぼんやり と 白い 
もの が ほんとう は 何 か ご承知 ですか 
グスコーブドリ は イーハトーヴ の 大きな 森 の なか に 生まれ ました おとうさん は グスコーナドリ と いう 名高い 木こ
り で どんな 大きな 木 でも まるで 赤ん坊 を 寝かし つける ように わけ なく 切って しまう 人 でした 
二人 の 若い 紳士 が すっかり イギリス の 兵隊 の かたち を して ぴかぴか する 鉄砲 を かついで 白熊 の ような 犬 を 二疋 
つれて だいぶ 山奥 の 木の葉 の かさかさ した とこ を こんな こと を 云い ながら あるいて おり ました

• dazai.txt



Case2: イチローの打率推定

• BASEBALL-REFERENCE.comから取得した2001年から2016年まで
の打率を学習 

• http://www.baseball-reference.com/ 

• 線形回帰分析を用いて今後の打率データの推定を行う

http://baseball-reference.com


Case2: イチローの打率推定

• 線形回帰分析 

• 与えられたデータ点に  
フィットする線形モデルを  
推定する 


